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○
補
正
予
算

■
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

問
　
橋
本
議
員

同
じ
よ
う
な
質
問
に
な
る

が
、
イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
が
２

万
円
か
ら
１
万
円
に
な
る
と

い
う
の
は
ど
う
か
。
駆
除
す

る
人
の
意
見
も
聞
い
た
ら
よ

い
の
で
は
。

造
林
費
の
高
性
能
林
業
機

械
等
整
備
補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
大
野
産
業
建
設
課
長

近
隣
の
市
町
村
と
の
状
況

も
踏
ま
え
、
鳥
獣
対
策
協
議

会
で
協
議
し
た
結
果
で
あ
り
、

予
算
的
に
厳
し
い
と
い
う
訳

で
は
な
い
。
協
議
会
で
も
再

度
検
討
し
て
み
る
。

答
　
吉
田
仁
淀
地
域
振
興
課

長（
株
）
木
こ
り
屋
に
対
す

る
グ
ラ
ッ
プ
ル
付
フ
ォ
ワ
ー

ダ
等
の
購
入
。（

可
決
　
全
員
）

■
国
民
健
康
保
険
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

（
可
決
　
全
員
）

■
大
崎
診
療
所
勘
定
補
正

予
算
（
第
１
号
）

（
可
決
　
全
員
）

■
介
護
保
険
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

（
可
決
　
全
員
）

■
簡
易
水
道
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

（
可
決
　
全
員
）

■
農
業
集
落
排
水
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

（
可
決
　
全
員
）

○
請
負
工
事
契
約

■
平
成
24
年
度
池
川
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

請
負
契
約

契
約
金
額

７
千
987
万
５
千
900
円

契
約
の
相
手
方

（
株
）
上
岡
工
務
店

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

岩
丸
荘
の
利
用
者
が
増
加
し
、

も
み
じ
荘
の
施
設
を
借
り
て

い
た
が
、
池
川
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
２
階
に
移
設
す
る

た
め
。

（
可
決
　
全
員
）

○
そ
の
他

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

住
所仁

淀
川
町
大
崎
127
番
地

氏
名黒

川
　
一
義（

同
意
　
全
員
）

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦

住
所仁

淀
川
町
森
４
１
３
７
番

１
地

氏
名植

田
　
和
生（

適
任
　
全
員
）

■
仁
淀
川
町
中
小
企
業
等

協
業
化
推
進
資
金
貸
付
金

条
例
改
正
に
関
す
る
請
願

に
つ
い
て

賛
成
者
　
　
　
岡
田
良
成

藤
野
格
昭

（
不
採
択
　
少
数
）

■
仁
淀
川
町
中
学
校
再
編

計
画（
２
校
案
）の
白
紙
化

と
、町
内
の
中
学
校
を
１
つ

に
す
る
１
校
案
の
実
現
に
向

け
て
の
請
願
に
つ
い
て

賛
成
者
　
　
　
岡
田
良
成

藤
野
格
昭
　
　

（
不
採
択
　
少
数
）

■
「
地
球
温
暖
化
を
確

保
・
充
実
す
る
仕
組
み
」

の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

（
可
決
　
全
員
）

■
鳥
獣
被
害
防
止
策
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書

（
可
決
　
全
員
）

池川保健福祉センター

お
詫
び
と
訂
正

第
28
号
の
12
ペ
ー
ジ

で
、「
ペ
レ
ッ
ト
は
池
川

木
材
工
業
が
利
用
し
て

い
る
」
と
あ
り
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
仁
淀
川

林
産
協
同
組
合
が
利
用

し
て
お
り
ま
す
。

新発売「仁淀川町の緑茶」
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総務教育民生常任委員会 委員長 野村　安夫

請願審査結果報告

請願第一号
仁淀川町中小企業等協業化推進資金貸付金条例改正に関する請願

提 出 者　　左京憲昌
紹介議員　　藤野格昭

請願第一号
「仁淀川町中学校再編計画」（２校案）の白紙化と
町内の中学校を１つにする｢１校案｣の実現に向けての請願について

提 出 者　　藤野格昭
紹介議員　　岡田良成

現
行
で
は
、
条
例
、
予
算

な
ど
重
要
な
行
政
執
行
に
つ

い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
議
会

の
議
決
を
経
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
。
町
長
が
提
案

し
た
案
件
に
対
し
て
可
否
を

表
明
す
る
こ
と
が
議
会
の
最

も
重
要
な
使
命
で
あ
り
、
議

会
で
決
定
し
た
議
決
は
個
々

の
意
志
か
ら
、
議
会
全
体
の

統
一
し
た
意
志
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

ま
た
、
議
決
は
た
と
え
反

対
の
意
思
を
表
明
し
た
議
員

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

議
会
の
構
成
員
で
あ
る
以
上
、

議
決
が
あ
っ
た
時
か
ら
成
立

し
た
議
決
に
従
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
っ
た
、
執
行

部
と
議
会
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
話
も
交
わ
さ
れ
た
。

な
お
、
今
回
の
請
願
は
議

会
で
議
決
さ
れ
た
条
例
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
長
が
議
会
の

承
認
を
求
め
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
が
、
他
の
条
例
と
の

整
合
性
や
運
用
に
つ
い
て
大

き
な
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、

議
会
の
議
決
権
も
長
の
執
行

権
も
両
方
犯
す
こ
と
に
な
り

問
題
で
あ
る
等
の
意
見
が
聞

か
れ
た
。
一
方
、
補
助
金
の

額
の
大
き
さ
か
ら
慎
重
に
扱

う
べ
き
と
い
っ
た
意
見
や
、

地
域
が
疲
弊
し
て
い
く
中
で
、

林
業
だ
け
で
協
業
化
を
進
め

る
の
で
は
な
く
、
お
茶
な
ど

他
の
業
種
の
協
業
化
も
必
要

で
は
な
い
か
、
今
後
の
産
業

振
興
に
つ
な
げ
た
い
な
ど
と

い
っ
た
意
見
な
ど
出
た
が
、

採
決
し
た
結
果
、
請
願
第
１

号
は
、
賛
成
１
の
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
す
る
事
に
決
定

さ
れ
た
。

「
仁
淀
川
町
中
学
校
再
編

計
画
」（
２
校
案
）
の
白
紙
化

と
町
内
の
中
学
校
を
１
つ
に

す
る
「
１
校
案
」
の
実
現
に

向
け
て
の
請
願
に
つ
い
て
は
、

１
校
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

場
所
が
判
断
さ
れ
て
い
る
、

吾
川
、
池
川
、
仁
淀
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
合
意
も
あ
っ
て
の
こ
と

で
あ
れ
ば
、
議
会
と
し
て
当

然
看
過
で
き
な
い
。

た
だ
、
請
願
で
は
学
校
の

位
置
な
ど
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

議
会
と
し
て
判
断
す
る
資
料

が
示
さ
れ
て
い
な
い
し
、
議

会
と
し
て
動
き
よ
う
が
と
れ

な
い
の
が
現
実
と
い
え
る
。

現
段
階
で
は
２
校
案
、
将
来

的
に
は
１
校
も
十
分
考
え
ら

れ
る
が
、
基
本
と
な
る
の
は

保
護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
合
意

形
成
が
一
番
大
切
な
こ
と
で

は
な
い
か
。

以
上
の
よ
う
な
事
を
踏
ま

え
採
決
を
し
た
結
果
、
請
願

第
２
号
は
、
賛
成
１
の
賛
成

少
数
で
不
採
択
と
す
る
事
に

決
定
し
た
。
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日

記

帳

24
年
　
６
月

12
日
　
第
４
回
定
例
議
会

全
員
協
議
会

13
日
　
第
４
回
定
例
議
会

議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

18
日
　
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

高
知
新
聞
佐
川
支

局
　
落
成
式

28
日
　
仁
淀
川
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
総
会

29
日
　
仁
淀
川
町
身
体
障

害
者
会
総
会

７
月
　
　
　
　
　

５
日
　
総
務
教
育
民
生
常

任
委
員
会

議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

８
日
　
町
消
防
大
会

９
日
　
第
５
回
臨
時
議
会

全
員
協
議
会

総
務
教
育
民
生

常
任
委
員
会

12
日
　
全
国
森
林
環
境
税

創
設
促
進
議
員
連

盟
第
19
回
定
期

総
会

18
日
　
議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

25
日
　
議
員
研
修（
高
知
市
）

26
日
〜
27
日
　
仁
淀
地

区
地
域
長
連
絡
協

議
会
視
察
研
修

（
神
戸
・
福
山
）

高
知
が
舞
台
の
ド
ラ
マ
や

映
画
が
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

韓
流
ド
ラ
マ
の
撮
影
も
、
高

知
に
来
な
い
か
な
。
（
福
原
）

東
日
本
大
震
災
で
支
援
し

た
地
を
再
び
友
人
が
訪
ね
た
。

お
土
産
は
人
と
繋
が
り
の

大
切
さ
で
あ
っ
た
。（
西
森
建
）

朝
、
６
時
か
ら
散
歩
す
る

人
。
６
時
ま
で
に
散
歩
か
ら

帰
っ
て
く
る
人
。
百
姓
の
私

は
後
者
で
す
。

（
西
森
常
）

過
去
を
振
り
返
り
、
自
己

反
省
す
る
こ
と
が
人
の
道
で

あ
る
。

（
岡
田
）

10
月
に
入
っ
て
、
サ
ル
出

没
の
話
を
聞
か
な
い
。
こ
の

ま
ま
い
な
く
な
っ
て
く
れ
れ

ば
い
い
が
。

（
農
本
）

年
度
末
で
池
川
自
然
学
園

が
閉
鎖
と
な
る
。
寂
し
い
か

ぎ
り
だ
が
、
今
後
の
有
効
活

用
を
期
待
す
る
。

（
山
口
）

今
年
の
夏
は
暑
い
日
が
な

か
っ
た
。
い
つ
の
間
に
か
秋

も
深
ま
り
、
紅
葉
の
季
節
が

近
づ
い
て
き
た
。

（
藤
野
）

編

後
集

記

学
校
で
は
、
友
達
と
仲
良
く
な
れ
て
、
毎

日
が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
池
川
へ
来
て

忘
れ
ら
れ
な
い
友
達
が
で
き
て
、
本
当
に
良
か

っ
た
で
す
。

最
高
の
友
達
が
住
む
、
最

高
の
町
池
川
。
本
当
の
故
郷

は
大
阪
だ
け
ど
、
池
川
は
僕

に
と
っ
て
二
つ
目
の
故
郷
で
す
。
二
つ
も
故
郷

が
持
て
る
僕
は
、
一
番
の
幸
せ
者
だ
と
思
い
ま

す
。

池
川
中
３
年
　
太
刀
野
　
真
貴

僕
は
山
村
留
学
で
、
大
阪
か
ら
池
川
へ
と

転
校
し
て
き
ま
し
た
。
大
阪
と
は
違
い
、
空
気

が
き
れ
い
で
自
然
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
場
所
で

す
。 ラ�コ�ム�

最
高
の
故
郷

８
月
　
　
　
　

20
日
　
郡
議
会
議
員
研
修

会
（
本
山
町
）

21
日
　
町
村
議
会
議
長
研

修
会
・
県
政
に
対

す
る
意
見
交
換
会

23
日
　
産
業
建
設
常
任
委

員
会
視
察
研
修

（
檮
原
町
）

28
日
　
吾
川
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

起
工
式

９
月
　
　
　
　
　

２
日
　
防
災
訓
練

３
日
　
広
域
議
会

（
越
知
町
）

４
日
　
議
会
運
営
委
員
会

９
日
　
仁
淀
中
学
校
体
育
祭

中学生模擬議会（3年生）


